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インボイス制度について 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 現在の区分記載請求書から 
 3つの追加項目 
 
（１）適格請求書発行 
　　　事業者の登録番号 
（２）適用税率 
（３）税率ごとの消費税額 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消費税の検算 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http://www.youtube.com/watch?v=2qRwodC3rKM


 

手作業なんてあり得ません 

https://beat-the-corona.tokyo/?page_id=1161
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登録番号をAIで取得 

https://docs.google.com/file/d/1-wZLXvZP3eKuUFjRsQRvzta5qExePLZf/preview


FAのソリューション 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Copyright © FAST ACCOUNTING Co., Ltd All Rights 
Reserved. 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Remotaが実現する経理財務の未来と変革 

既存の経理財務部門の業務は、入力作業、確認・承認作業に膨大な労力を割いています。ERPへの入力作業、

確認・承認作業を自動化することで、戦略経理や報告資料に注力して頂ける環境を創出します。 

パワポのグラフオブジェクトがGoogle slideでエラーになるの

で画像で貼り付け 

https://docs.google.com/presentation/d/10ka7Lfa7YPYPS

KECkv1QHjlWxcYwCmzv?rtpof=true&authuser=mori%40fast

accounting.co.jp&usp=drive_fs  

Before After
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経理特化型AIで実現する２つの業務改革 

10 

(1)請求書の起票自動化 
　支払業務の請求書の起票を  
　自動化します。  

(2)領収書の照合自動化 
経理特化型のAIとRPAを使うことで、
従業員の申請内容とAIが読み取った
内容で照合し、経費精算突合業務を

自動化します。  

(3)請求書の照合自動化 
現場で起票された内容と、請求書の内
容が正しいか、経理特化型AIで照合を

行い業務の自動化を実現します。  

OCR機能 

読取りの確認機能 

仕訳 

入力の高速化 

業務効率化 

効果 

金額の照合 

取引先の口座を照合 

押印の確認 

効果 

照合作業の7割削減 

人的ミスの削減 

金額・日付の照合 

取引先の照合 

不正牽制 

効果 

照合作業の7割削減 

人的ミスの削減 

コンカーインボイスとの連携 Remota 突合サービス　領収書 Robota 突合サービス　請求書 Robota



起票アクセル for ConcurInvoice 

02-A 

 

 



Concur Invoice連携サービス/Remotaについて 

Access
Point

Concur Invoice

2022年10月リリース予定出展元：https://www.fastaccounting.jp/service/peppol/



従来は紙ベースで請求書と伝票を照合し、その後システムにログインして承認を行なってい
たが、請求書がデータ化されシステム内に表示されることにより 
作業をワンストップで行なう事ができるようになった。すごく便利。 

入力者 

承認者 

PDFでの処理が可能となり、紙提出が不要になった。 

毎月件数も多く、提出に時間を要していたので助かっています。 

（１）生産性の高い働き方改革 

　　　①74％の請求書について完全ペーパーレス・ハンコレスな業務を実現。 

　　　②年間９万枚の紙保管の削減 

　　　③業務時間２万3千時間削減 
（２）ガバナンス、経営基盤強化 

（３）社員の意識改革 

 

 

 

Concur Invoice連携事例：日清食品 



Remotaでの登録番号の自動確認① 

会計システム 
ERPシステム 

国税DB 

API 

(1) 国税DB等に適格請求書登録事業者の登録あるが 

　　請求書に登録番号の記載がない時にアラート表示 

(2) 一覧画面において、登録番号有り無しを表示 

(3) 登録番号書き漏れ業者の絞り込み　など 

AIで自動確認（特許技術） 
PDF請求書 

PDF  メールなど 

電子インボイス 

Peppol 

紙の請求書  PDF変換 

郵送 
FAXなど 

PDF 

出展元：https://www.fastaccounting.jp/service/peppol/



Remotaでの登録番号の自動確認② 

取引先 金額 登録番号

ABC(株) 123,000 T1234567890123

DEF(株)  456,000 T9876543210987

GHI(株) 789,000 登録番号の記載漏れ

JLK(株) 123,000 登録番号が不一致！！

LMN(株) 123,000 T2345678901234

OPQ(株) 123,000 T3456789012345

RST(株) 123,000 登録なし

UVW(株) 123,000 T4567890123456

XYZ(株) 123,000 T5678901234567

請求書一覧

実装イメージ 

すべての請求書について、一覧上で記載の正しさの
チェックができます。 

絞り込み： ▼

②登録番号と法人名が一致しないケー
ス。間違いや意図的に記入されている

可能性があり要確認と要対応 

③免税事業者のため 
　登録番号の登録がないケース 

①登録番号の登録があるが 
　請求書に記載が漏れているケース 
　顧客に要連絡。 



インボイス制度への取り組み：Remota/請求書Robota 

#  読み取り内容 
OCRにおける読取り結果の  

レスポンス 

確認 
処理 

確認結果のレスポンス  

① 
適格請求書 
発行事業者番号 

「T+{13桁数字}」 
として出力 

有り 

記載がある場合：  
　一致、一致しない  
記載がない場合：  
　記載もれ、登録なし  

②  日付 
「date:mm-dd」 
として出力 

無し  -

③  取引内容 
品名の読み取った 
結果を出力 

無し 
「＊」と合わせて軽減税率フラ
グのレスポンスを検討中  

④ 
適用税率と税率毎の 
合計金額 

税率毎の消費税額と 
対象金額の出力 

有り  「True」or「False」 

⑤  税率毎の消費税額  税率毎の税額を出力  有り  「True」or「False」 

⑥ 
事業者の氏名 
または名称 

読み取った結果を出力  無し  - 

※本ページにおける内容は現時点で想定している対応内容のため、今後変更する可能性があります 

適格請求書には下記６つの項目の記載が必須となり、弊社読み取り標準項目に加え、以下の追加対策を検討しております。 



経費確認アクセル for ConcurExpense 

02-B 



Concur Expenseの照合作業の自動化 

領収書

入力

金額：5,000  
日付：2020/10/22  
会社名：埼京タクシー  

Robota 

領収書
画像 

読み取り 
結果  

金額：4,800円 
日付：2020/10/22  
会社名：埼京タクシー  

RPA

【NG】金額：5,000円 
【OK】日付：2020/10/22  
【OK】会社名：埼京タクシー  

【NG】金額：4,800円 
【OK】日付：2020/10/22  
【OK】会社名：埼京タクシー  

差戻し：金額違いのため

Concur Expense
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https://docs.google.com/file/d/1M03EMlazcczT0SO1c1G29BhhIG4dt9TJ/preview


Concur Expenseの照合作業の自動化 

領収書

入力

金額：5,000  
日付：2020/10/22  
会社名：埼京タクシー  

Robota 

領収書
画像 

読み取り 
結果  

RPA

【NG】金額：5,000円 
【OK】日付：2020/10/22  
【OK】会社名：埼京タクシー  

【NG】金額：4,800円 
【OK】日付：2020/10/22  
【OK】会社名：埼京タクシー  

国税庁の登録番号のDB 

登録番号の自動確認 
　税区分毎の金額 

Concur Expense



支払確認アクセル for ConcurInvoice 

02-C 



支払確認アクセル 

22

金額の照合 

口座情報の照合 

押印の確認 

AI化の効果（１）人的ミスの削減

　　　　　   （２）照合作業の7割削減

　　　　　   （３）インボイス制度対応の自動化



2.ユースケース④請求書の照合自動化イメージ 

23 

■  請求書入力作業に加えて、請求書支払業務の照合作業を自動化することで、人の確認作業を削減します。  

仕訳AI 

金額チェック 取引口座チェック

処理
対象
100

OK
95

読取不可  5

処理
対象
95

OK
85

NG
10

処理
対象
85

OK
77

NG
8

押印チェック

処理
対象
77

OK
70

人手確認分

確認
対象
30

NG
7

確認
不要
70

入力作業(OCR)

請求書の照合作業の効率化 

7割

削減



【事例②】請求書Robota+RPA+Concur Invoice事例紹介    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凸版印刷株式会社様

導入前の課題

✔ 支払先や金額等の申請ミス

✔ 申請のチェック・承認に係る工数

✔ チェックスキル・ノウハウの属人化

AI-OCR,RPAを活用したConcur Invoiceの

自動承認への取組み

導入の目的

◆ 申請ミスのチェックアウトと承認の自動

化による工数の削減と品質確保

◆ 経理人材のハイバリューシフト

導入後の効果

◆ Robota+RPAの照合により月間数千

枚の請求書に対するConcur Invoice

のチェック・承認処理を自動化し、2人

月程度の工数を削減

誤申請の自動検知で品質も確保

◆ 新制度・システム検討等、新たな課

題への対応が可能に

①画像と申請データを

　 ダウンロード
②画像を送信

③AI-OCR結果を返却
④Concur申請データとAI-OCR結果を照合

⑤Concur Invoiceの承認処理

Concur  
Invoice 

RPA



デジタルインボイスPeppolについて 

03 

 

 



本文レベル1
• 本文レベル2

• 本文レベル3
• 本文レベル4

• 本文レベル5 Peppol について

PAN-EUROPEAN PUBLIC　

PROCUREMENT ONLINE

Peppol とは、 

の略からわかるように、 

EUの購買システムのオンラインに

関する仕様を指します。 

また、主要な会計ベンダーや 

ERPベンダーが、 

Peppolネットワークに入ります。 

26 



本文レベル1
• 本文レベル2

• 本文レベル3
• 本文レベル4

• 本文レベル5

電子インボイス推進協議会について

デジタルインボイス推進協議会の目的 

デジタルインボイス推進協議会（EIPA） 

デジタルインボイス推進協議会の目的は、 

標準化・全体最適化され、現行の制度・仕

組みからの移行可能性に配慮された 

電子インボイス・システムの構築・普及を通

じて、商取引全体のデジタル化と 

生産性向上に貢献することを目指し、 

活動することになっております。 

2020年12月、電子インボイスに 

Peppol形式の採用を決定 

27 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Closed型 
（独自仕様） 

本文レベル1
• 本文レベル2

• 本文レベル3
• 本文レベル4

• 本文レベル5 従来型と Peppol の違い 

従来型ネットワーク：  Peppolネットワーク：  Open型 
（国際標準仕様）  28



本文レベル1
• 本文レベル2

• 本文レベル3
• 本文レベル4

• 本文レベル5 Peppol Access Point の構成 

Peppol Network の接続に必要なのが 

アクセス・ポイント 

アクセス 
ポイント 

アクセス 
ポイント 

SML

SMP

Capability
look-up

1

2 3

4



 Peppol ネットワークイメージ図（債務） 

30

取引先A社  取引先B社 

アクセスポイント 

紙の請求書 PDF請求書 

PDF 

ERP、会計システム、ワークフロー 

Concur Invoice など 

メール  FAX・郵送 

御社 

受領形式を問わず、 
Remotaで受付・ 
AIチェック・仕訳 

Peppolデータ  Peppolデータ  Peppolデータ 



インボイス制度の課題 

請求書の送付編 

04 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インボイス制度の課題：消費税額の端数処理

請求書ごとに、税率ごとに1回の端数処理を実施。 
「切上げ」「切捨て」「四捨五入」は任意 

出展元：国税庁https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/0020006-027.pdf

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/0020006-027.pdf


  違算 
  消込 

御社財務 
入金確認 
消込作業 

 
取引先 

  経理財務   
送金 

 

取引先の 
担当者 

開封作業 
郵送 

請求書 
投函作業 

同封物 
確認 
作業 

同封物 
同封 
作業 

請求書 
プリント 
アウト 

請求書送付のペイン・リリーバー 

販売管理
システム 
請求デー
タ出力 

　省  
  略 

売掛金の消込 
違算消込を 
AIで省力化 

　先方 
　作業 

　Peppol 
　 開封 
    確認 

省略 
請求書 
Peppol 

PDF送付 
FAX送付 

 切手代 
84円/通 

滞留

数日 
ロス 

選択 
ミス

請求 
漏れ 

プリント
漏れ

同封 
間違い

同封 
漏れ

確認 
ミス 

時間 
ロス 

処理 
漏れ

事業所 
番号確認 

消込 
手作業 

消込 
ミス 

違算が
残る 



請求送付アクセル（債権） 

売り手企業担当 

買い手企業 

Peppol 
エージェント 

請求 

データ  

売り手企業 
買い手の状況に応じて 

最適な送信手段で送付

既存システムの大幅改修は不要

御社 

請求書発行システム 
（販売管理システム）  

DB取引先 
DB  マスタデータ同期 

メール 

FAX 

買い手企業に紐づく 
[Peppol Participant ID][メールアドレス][FAX番号] 

のいずれかを保持

Peppol 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05 

経理業務における導入実績 



本書の内容はお客様にのみ提供する営業秘密です。営業秘密を開示しない条件のもと、お客様内限りで閲覧いただくために提供したものであり、第三者への一切の開示、当社サービスの利用目的外での利用は行わないようお願

いします。また、本書はファーストアカウンティング株式会社の著作物として著作権法により保護されます。社内利用目的での複写を除き、改変その他の著作権を侵害する行為を禁じます。

ファーストアカウンティングのマーケットシェア 

経理DX領域におけるAI-OCR市場動向調査 
（2022年版） 

調査機関：株式会社MM総研
調査名：経理DX領域におけるAI-OCR市場動向調査（2022年版）

URL：https://www.m2ri.jp/report/market/detail.html?id=68

https://www.m2ri.jp/report/market/detail.html?id=68


ファーストアカウンティングのマーケットシェア

46% 

OCRソリューション市場動向 2021年度版 

※調査機関：デロイト トーマツ ミック経済研究所  



本書の内容はお客様にのみ提供する営業秘密です。営業秘密を開示しない条件のもと、お客様内限りで閲覧いただくために提供したものであり、第三者への一切の開示、当社サービスの利用目的外での利用は行わないようお願

いします。また、本書はファーストアカウンティング株式会社の著作物として著作権法により保護されます。社内利用目的での複写を除き、改変その他の著作権を侵害する行為を禁じます。

ファーストアカウンティングの導入実績 

会計ソフトウェア   経費精算ベンダー 国内ERP 

引用：ITR Market View ERP市場2019

ベンダー
2017年度

金額 シェア

SAP 5195.5 14.4%
TKC 3120.0 8.6%

富士通 3108.5 8.6%

オラクル 2373.5 6.6%

ワークスアプリケーションズ 2304.0 6.4%
SCSK 1050.0 2.9%

オービックビジネスコンサル

タント 760.0 2.1%

ミロク情報サービス 674.2 1.9%

スーパーストリーム 554.0 1.5%

引用：四季報2021年・売上順に列記 引用： ITR Market View 
予算・経費・就業管理市場で、 
売上順に列記



本書の内容はお客様にのみ提供する営業秘密です。営業秘密を開示しない条件のもと、お客様内限りで閲覧いただくために提供したものであり、第三者への一切の開示、当社サービスの利用目的外での利用は行わないようお願

いします。また、本書はファーストアカウンティング株式会社の著作物として著作権法により保護されます。社内利用目的での複写を除き、改変その他の著作権を侵害する行為を禁じます。

ご導入実績一覧　シェアード及び経理業務 



導入のメリット 

Peppolによる自動化 

AIによる自動化 

戦略DX 
 

正確で早い会計 

01
リモート 
ワークの実現 

 
02
働き方改革の 
実現による 
従業員の幸せ 

 
03
ROIと業務効率化
の実現 

ERPへの手入力や 
目視確認の工数削減 

Concur Expense 
照合作業の効率化 

債務の照合の自動化 

債務のインボイス 
制度対応 

Concur Expense 
インボイス制度対応 

日本の標準の請求書 
Peppolへの対応 



制約を取り払うことで、 

自信と勇気を与える。 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http://www.youtube.com/watch?v=JhpxFRicYeo
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06 

Appendix 



現場部門  経理部門 取引先 

手入力 
押印 
承認 

請求書 
紙発行 

郵送 
受取 

紙提出  紙保管 

デジタル化 

人力ﾁｪｯｸ 

年間約5万件 

電子 
承認 

データ 
保管 

実
施

後
 

データでの 
受領に切替 

承認基準 
見直し 

PDF 

請求書 

紙請求書 

AI-OCR読取 
半自動入力 

手入力 

SCAN 

一部 
人力ﾁｪｯｸ 

ガイダンス 
＆ 

入力規則 

電子 
提出 

手入力 or アップロード 

郵送 
受取 

ﾒｰﾙ等 
受取 

電子請求書   手入力 

チェック基準 
見直し 

事例紹介：As isとTo be 



請求書送付に関する課題

■請求書送付に関する課題 
 
（１）切手代の84円/通 
（２）請求書を送付する手間 
（３）誤送付による情報セキュリティの問題 
　　　顧客も、社内の営業も大変気にする。 
（４）売掛金の消込作業 
（５）現場の営業を含めた売掛金の違算処理 
（６）月額月初に請求業務が集中するため 
　　　人員配置が冗長にせざるを得ない。 
（７）請求漏れや未収金のリスク 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Concur Expenseの照合とインボイス制度対応 

導入前の課題

全社的な人的リソースの最適化を目指しており、単純作業から生産性の高い業務へ人をシフトさせるため 

領収書の確認作業の自動化を実現させたかった。今後のインボイス制度を見据えると、自動化が必須。 

申請
情報

証憑
画像

申請者 承認者

申請情報
証憑画像

取得

Robota
連携

データ
照合

①経費精算申請

証憑
画像 OCR 

結果 

②API処理

③RPAによる
　自動承認
　コメント付記

④不一致となった申請のみ
　チェック・承認

T+13桁の登録事業者番号
チェック 

事業者番号データベース

登録事業者番号と税区分毎の金額と登録事業者番
号の読み取りの妥当性確認を自動化 

Concur Expense



Concur Expenseの照合とインボイス制度対応 

導入前の課題

全社的な人的リソースの最適化を目指しており、単純作業から生産性の高い業務へ人をシフトさせるため 

領収書の確認作業の自動化を実現させたかった。今後のインボイス制度を見据えると、自動化が必須。 

Concur Expence

申請
情報

証憑
画像

申請者 承認者

申請情報
証憑画像

取得

Robota
連携

データ
照合

①経費精算申請

証憑
画像 OCR 

結果 

②API処理

③RPAによる
　自動承認
　コメント付記

④不一致となった申請のみ
　チェック・承認

T+13桁の登録事業者番号
チェック 

事業者番号データベース

登録事業者番号と税区分毎の金額と登録事業者番
号の読み取りの妥当性確認を自動化 



 

従来外部委託していた領収書の整合性のチェック業務をOCR×RPAに

切り替えました。委託先の余ったリソースを使って他の社内業務を外部

委託ができました。そうすることで、改善活動などの緊急ではないが重

要な業務に時間を割いて取り組むことができるようになりました。（経理

担当者） 

【事例①】Concur Expenseの自動照合 

4ヶ月 導入期間  RPAの初期設計のみBTC様にて実施  導入体制 

領収書Robota  導入製品  Concur Expence / UiPath  基幹 / RPA 

効果① 業務の付加価値の向上 

月2回のサイクルで承認作業を行っていたため、ピーク時に合わせて人

員配置に苦労していました。現在は日中と夜間の1日2回のバッチ処理

を行うことで、経理承認を平準化することができました。それもとても良

かったと感じています。（経理マネージャ） 

 

これまで承認/差戻をするにしても、明確に差戻理由を残していません

でしたが、差戻理由を残すことによって経理が確認するポイントが明確

になりました。各経理担当からも判断しやすくなったと聞いています。（IT

推進部）

Q,PJ稼働後、得られた効果について教えてください。 

効果② チェック業務の効率化 

効果③ 業務の平準化 
FAの選定理由は？ 
読取精度のレポートや他社比較の資料を貰ったり、独自
で他社比較もする中で、読取精度の高さが決め手になり
ました。RPAにUiPathの活用実績もあり、ノウハウや各社
ベンダーとのリレーション、Concurとの親和性もポイント
でした。
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ご参考：Remota+Concur Invoice事例紹介

導入前の課題

Concur Invoiceの導入にともなう、起票

や仕訳等の入力作業の効率化。

これまでは、紙運用で年間30万枚、7万

時間を費やしていた。

導入の目的

①ペーパレス・リモートワーク

②請求書の入力作業の効率化

③担当者の入力ミスの軽減

導入後の効果

Remotaを現場部門の約400ユーザに公

開し、申請業務の工数削減に貢献

STEP2として2022年1月にグループ展

開、3,000ユーザへの展開を予定。

入力/支払先確認の工数削減
請求書のAI-OCR結果から
Concurの支払先マスタを特定
しConcurへ連携

課題：日清食品HD様は、
Concur Invoiceで同じ取引先
をグループ会社毎に複数保持
しており、一意の特定が課題で
あった。
解決：Concur支払先マスタに
宛名項目を追加し、請求書宛
名のAI-OCR結果を検索条件
に加えることで解消

CONFIDENTIAL  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海外のPeppolの普及率

普及率　84％ 

普及率　11％ 



本書の内容はお客様にのみ提供する営業秘密です。営業秘密を開示しない条件のもと、お客様内限りで閲覧いただくために提供したものであり、第三者への一切の開示、当社サービスの利用目的外での利用は行わないようお願

いします。また、本書はファーストアカウンティング株式会社の著作物として著作権法により保護されます。社内利用目的での複写を除き、改変その他の著作権を侵害する行為を禁じます。

SMPへの登録社数 

 

2021年で31%普及率 

全67万社➡21万社が登録 



海外での E-Invoice（Peppol）  

の普及につきまして  

07 

 

 



本書の内容はお客様にのみ提供する営業秘密です。営業秘密を開示しない条件のもと、お客様内限りで閲覧いただくために提供したものであり、第三者への一切の開示、当社サービスの利用目的外での利用は行わないようお願

いします。また、本書はファーストアカウンティング株式会社の著作物として著作権法により保護されます。社内利用目的での複写を除き、改変その他の著作権を侵害する行為を禁じます。

世界の電子請求書の取組み 

請求書の電子化は、北欧が進んでおり 
日本は発展途上国（Developing)。 



本書の内容はお客様にのみ提供する営業秘密です。営業秘密を開示しない条件のもと、お客様内限りで閲覧いただくために提供したものであり、第三者への一切の開示、当社サービスの利用目的外での利用は行わないようお願

いします。また、本書はファーストアカウンティング株式会社の著作物として著作権法により保護されます。社内利用目的での複写を除き、改変その他の著作権を侵害する行為を禁じます。

請求書の電子化率　2021 

北欧とイタリアが、電子請求書の普及率が高い 



会社概要 

56 

会社名　　　　ファーストアカウンティング株式会社 

設立　　　　　2016年6月 

資本金等　　　1,030,600,000円 

所在地　　　　〒105-0013　東京都港区浜松町1-6-15 VORT浜松町Ⅰ　3階 

代表者　　　　森　啓太郎 

従業員数　　　90名 

主要取引銀行　みずほ銀行、常陽銀行、きらぼし銀行 

電話番号　　　03-6453-0970 

URL　　　　　https://www.fastaccounting.jp/　 

事業内容　　　AIによる会計支援業務  

https://www.fastaccounting.jp/


Remotaでの登録番号の自動確認①

会計システム 
ERPシステム 

国税DB 

API 

(1) 国税DB等に適格請求書登録事業者の登録あるが 

　　請求書に登録番号の記載がない時にアラート表示 

(2) 一覧画面において、登録番号有り無しを表示 

(3) 登録番号書き漏れ業者の絞り込み　など 

AIで自動確認（特許技術） 
PDF請求書 

PDF  メールなど 

電子インボイス 

Peppol 

紙の請求書  PDF変換 

郵送 
FAXなど 

PDF 

出展元：https://www.fastaccounting.jp/service/peppol/



取引先 金額 登録番号

ABC(株) 123,000 T1234567890123

DEF(株)  456,000 T9876543210987

GHI(株) 789,000 登録番号の記載漏れ

JLK(株) 123,000 登録番号が不一致！！

LMN(株) 123,000 T2345678901234

OPQ(株) 123,000 T3456789012345

RST(株) 123,000 登録なし

UVW(株) 123,000 T4567890123456

XYZ(株) 123,000 T5678901234567

請求書一覧

実装イメージ 

すべての請求書について、一覧上で記載の正しさの
チェックができます。 

絞り込み： ▼

②登録番号と法人名が一致しないケー
ス。間違いや意図的に記入されている

可能性があり要確認と要対応 

③免税事業者のため 
　登録番号の登録がないケース 

①登録番号の登録があるが 
　請求書に記載が漏れているケース 
　顧客に要連絡。 

Remotaでの登録番号の自動確認②



事例紹介：想定削減効果 

２万３千時間の工数削減（年間の見込） 

施策 
削減工数 

現場  財務経理  計 

①ペーパーレス・ハンコレス  ▲5,039  ▲3,035  ▲8,074 

②Remota等最新ツールの活用  ▲3,417  -  ▲3,417 

③承認フローの整備  ▲8,589  ▲3,643  ▲12,232 

合計  ▲17,045  ▲6,678  ▲23,723 

単位：時間/年


